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［Back 呂rounds 　and 　Objectives］Porphyritic　andesite 　commonly 　cal 且ed 　wheat −rice−stone
（WRS ）is　wildly 　used 　in　enviro   ental 　c。nse 鳳 i。 n　mainly 　due　to　its　physical　ads 岬

一
tion 跏 d　cation −exohange 　capacity ，　as　w ∈Ll　as　its　biQactivity、・ia　th じ 山 ssolution 　oftrace

elements ．1n 山is　study 、　Calclum　mQdi 恥 d　WRS 　was 　usod 　Ibr　anaerobic 　digestion　of

ammonium 　 rich 　swinc 　was 亡cs、　Thc 　purpose　ofthis 　rescarch 　is　 lo（1戸 mpro ＞ e　ammo 、
ni   adsQrpti 。 n　capaeity 　ofthe 　WRS 　via 　Ca　modified 　rnethod （2）efTec1ive 　disg．　01ution
of 　Ca　by　iQn　exchange 　with 　ammonium 〔3）to　improvc　 thc　metha ロc　production　alld

CODremoval　wid ユ 山e　Ca−modi 薮ed　WRS ．
［Results」The

　results 　showed 　that　the　Tnodified 　WRS 　has　a　high　ammoniLLm 　adsorp 匸iQll

oapacity　which 　was 　40　mg ／g　under　the 　lni匸ial　concentratlDn 　of 　ammonium 　3500 　mgil ．
Colnpared蝋 11　the 照 しurat　WRS ，山 isva】ue　isalmost　4　times 　higher．　The　Cai

．
concen 一

しration　Ln　1he　ammonium 　solu1iOn　was 　380　mg ／l　after　ammonium 　adsorption 　equilib −
rium，　 whioh 　 can　be　 i］lustrated　that 亡he　m “iori匸y　of 　ammonium 　removal 　 was 　ion

exchange ．　Furthemnore，　Na ，　Mg ，　K，　Mn ，　Fe，　Co，　Ni，　Cu 　and 　Zn 　were 　detected　a丘er 山 e

moditled 　WRS 　immersing 　in　the 　water 　solution 士br　24　hours．　All　of 匸he 臘 ce 　e ｝ements

are 　necessary 偽 r　anaerobes 　in　anaerobic 　digestion．　The　features　eftlc 　modificd 　WRS

could 　be　attributed 　to　impreve　methane 　fermentation　ofammonium 　rich 　sx −
’ine　wastcs 、

［目的］高濃 度有機性廃棄物 の メ タ ン発 酵の場合 に しば しば起 こ る問題 はア ン モ

ニ ア 阻害で ある。本研 究で は、ゼオラ イ トを用 い て 豚糞 中の ア ン モ ニ ァ を吸着

す る こ とに よ っ て 、ア ンモ ニ ア 阻害 を抑制 し、メ タ ン生産効 率を向 Lす るこ と

を 目的 とした、．
［実験 方法 及び結 果］まずは 高濃度 の塩化 ア ン モ ニ ア溶液 （3770mgil） に、異 な

る 濃度の ゼオラ イ ト qDg11，20g ’i，30g／1．4091L50g ∫1〕 を添加 し、35℃で 24時
間吸着 処理 した後、溶液 中の ア ン モ ニ ア濃度 を測定 し、ゼ オラ イ トの吸着性能

を検討 した。そ の 結果、ゼ 才ラ イ トの添加量 を増加す る とともに、ア ン モ ニ ア

の 吸着量 も増加 した。吸着率が それぞれ2S％，35％，37％，斗 1％ ，46 ％ で あ っ た。ゼ

オ ラ イ トは 高い ア ンモ ニ ア吸着性能を持つ こ とは明らか に な っ た。そ の 後、豚

糞の ア ン モ ニ ア 濃度を3770n コg∫1ま で調整 し、ゼ オ ラ イ トを吸 着材料と して 、高
濃度ア ン モ ニ ア の 豚糞 （TS ：19、42％ 1 及 び 消化汚泥 （TS ：1．05％ ）の 混合物 を用

い て 62 日問メ タ ン 発酵 を行 っ た ／t そ の 結 果、コ ン ト ロ ール （ゼ オ ラ イ ト添加 な

し） に比 べ て、10　gi1　
一一

　10　gtlゼ オ ラ イ トを添加し た砺合、メ タ ン 生産量 の 増加
が 確認 され た。木実験系 に お い て 、3770ppm ア ンモ ニ ア濃 度の メ タ ン発酵の 場

合、10g ／Tゼ オ ラ イ ］・の 添加量 は最適で あ っ た．
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【目的】農業残渣 など未利用
・
廃棄物系バ イ オ マ ス の 堆肥 化で は、有機物の 微生

物 分解 に 伴 うCO2 、　 CH4 、　 N20 ．さら に切 り返 し作業に用 い る農業機械か ら CO2

が排 出 される 。堆肥な どの 土壌 改良資材は 、持続的 な資源作物栽培な くして は

成 立 しない バ イオ リフ ァ イナ リーの 実現に と っ て 必 須 な材料で あ る もの の 、そ

の 製造 過程に おい て も温室効果 ガ ス 排出 を削減す る こ とが 望 ま し い t 本研究で

は 堆肥 製 造 過 程 に お け る 温 室 効果 ガ ス 排 出を削減する た め に 、植物 炭化 物

（Biochar）を活用し 、そ の 抑制効果を検討 した。
【結果】COz 、　CH4 の 発生速度を測定 した結果 、　 Biochar を堆肥原料に 混合 して 堆

肥 化を行 うこ とに よ り．C 璃
の 発生が 約 75 ％抑制 され た。　Biochar へ の CH4 の 吸

着 は確 認で きなか ったため 、堆 肥製造過程に おける CH4 排出削減効果は 、多孔

質構造 を有する Biochar へ の 吸着 で は な く、堆肥化 に関わる 微生物活性の 変化に

起 因す る こ とが示唆 された。現在、Biechar が 堆肥化過程の 微生物活性に 対 して

どの ような変化 を引 き起こ した結果CH4 排出抑制効果が得 られたの か、微生物

群集や CH4 生成 に 関連する 酵素 遺伝 子群の 変化に つ い て 解析を進め て い る 。ま

た BiOchar が長期 間安定 に炭素 を固定す る性質 に着 H して 試算 した堆肥 製辷過

程 で 使用す る農業機械 から排 出 される CO ．の オフ セ ッ ト効果に つ い て も併せ て

報告す る。
なお 本研究 は 、H本学術振興会二 国間交 流事業の 支援 を受 けて 実施 した。

［緒論］畜産廃棄物を基 質と した メ タ ン 発酵に お い て 、ア ン モ ニ ア 阻 書が 問題と

な っ て い る 。ア ン モ ニ ア 阻 害 の 抑制 に よ っ て 、高効率 メ タ ン 発酵が ロ」
．
能 に な る。

本研 究で は 天 然 medica1 　Stone を担体と して、高濃 度ア ン モ ニ ア廃 液の メ タ ン 発

酵 を行 い 、medical 　stone の ア ン モ ニ ア 阻 害の 抑制作用 や メ タ ン 生成 速度の 改善

効果を 試み た 。
［方法 お よ び結 果 亅固 定床 リ ア ク タ

ー
は、ビ ニ ル ネッ トに medical 　stone 〔SO　g∫L）

を入れ 、500ml の 発酵槽を設置 した。ア ン モ ニ ア濃 度は 35eOmg ∫L の 豚糞 を基質

として 、汚泥の 接種 率は 2D％ 、基質 の TS を2〜3ef。に 調整 し、発酵温度は 3S ℃

に 設定 して 実験を行った。30 日 間の 嫌気性発酵 を行 っ た結 果、medical 　stQne を

い れ た リア ク タ
ー

の バ イオ ガ ス とメ タ ン の 生成量 は 、medical 　stone を入れ な い

リア ク タ
ー

より極めて多 い こ とが明 らかに な っ た。さらに検 討 した結果．発酵

液中、天然 medical 　st。 ne 由来 の K
−、　 Ca2

＋、　 Mg ！〒
など全属 イオ ン の 溶出が確認 さ

れた。’唱 子顕微鏡 〔SEM 〕 を用 い て 、　 medical 　Stone 表面観察 した結果、　 medical

st。 ne の 表面に微生物が よ く付着 して い る こ とが観察 された。　 Medieal 　stone を担

体 とする 固定床 リア ク タ
ー

は、高濃 度ア ン モ ニ ア を吸着 と同時に 、メ タ ン 生成

菌の 生 息 しやす い 環境 を備え、高効率 メ タ ン発酵 を可能 で ある こ とが示 唆さ れ

たc
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